


開催にあたって

幾千万の尊いいのちが失われた先の戦争から６８年が経過しました。また東日本大震災から２年が経ち

ますが、復興への歩みは遅々として、深刻な放射線被ばくの問題など収束を見ない課題が山積しておりま

す。さらに国政においても、非戦を誓った平和憲法の「改正」や「国防軍」設置の議論がだされるなど、まるで

戦争の悲惨さまでも忘れ去ったような、「五濁の世」があらわになっています。あらためて歴史を訪ね、歴史に

学ぶ大切さを感じます。

私たちの宗門は、明治期以降、宗祖親鸞聖人の仰せになきことを仰せとして語り、戦争に協力してきまし

た。侵略戦争を「聖戦」と呼び、仏法の名のもとに、多くの青年たちを戦場へと送り出しました。そして遺族の

みならず、アジア諸国、とりわけ中国、朝鮮半島の人々に、計り知れない苦痛と悲しみを強いてきました。さら

に、非戦を願い、四海同朋への慈しみを説いたために、非国民とされた僧侶たちを見捨ててきました。

これらに対する懺悔の思念を旨として、宗門は１９９５年に「賜った信心の智慧をもって、宗門が犯した

罪責を検証し、これらの惨事を未然に防止する努力を惜しまない」（「不戦決議」）という誓いを表明しまし

た。

１９９６年、宗門は「大逆事件」に連座したとして「擯斥」※１に処した高木顕明師に対し、その誤った処

分を取消し、謝罪をするとともに、宗門自らの過誤の歩みを検証すると表明しました。顕明師は、１００余年

前、日露戦争開戦に沸き立つ世にあって戦争に反対し、差別を問い続けられ、それゆえに国家による思想弾

圧事件である「大逆事件」に連座させられた方です。その後、宗門として顕明師の事績に学ぶ「写真展」の開

催や、大阪教区と共催して「遠松忌」をお勤めしてまいりました。おりしも本年は顯明師の百回忌を迎えます。

今回の全戦没者追弔法会では、「前を訪ふ－今、この時代に聞く非戦・平等の願い」をテーマに、あらため

て高木顕明師の事績をたずねたいと思います。それは、宗門近代史の検証にとどまることなく、真宗の教えを

聞くもの一人ひとりが、今この時代にいかに生きるのか、そして戦争、差別、人権という課題にどう向き合って

いくのか、歴史に学び、教法にたずねることと思います。

このたびの法会を機会に、あらためて、現代社会における宗門存立の意義を問い、宗祖親鸞聖人の教えを

鏡とし、「人類に捧げる教団」、すなわち僧伽の回復という使命を果たしてまいりたいと思います。そして、この

危機の時代においてこそ、「不戦の誓い」を自身に明らかにし、ともどもに非戦・平和に向けたさらなる歩み

を続けてまいりたく存じます。

２０１３年３月

宗務総長　里　雄　康　意
※１「擯斥」とは当時の真宗大谷派の処分として最も重いものであり、いわゆる永久追放を意味します。





浄泉寺住職に就任

　１８９９（明治３２）年１２月、３５歳で浄泉寺住職となる。

浄泉寺旧本堂（1974 年撮影）

住職時代の顕

明が書いた法名
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硯箱

所蔵 ：大阪教区浄泉寺

顕明が身近に使っていた硯箱。

「浄泉寺什物遠松」と読み取れる。

高木 顕明高木 顕明 （１８６４～１９１４１８６４～１９１４） 
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　愛知県生まれ、 縁あって得度し真宗大谷派の愛知県生まれ、 縁あって得度し真宗大谷派の

僧侶となる。１８９９年新宮市浄泉寺の住職とな僧侶となる。１８９９年新宮市浄泉寺の住職とな

り、被差別部落のご門徒との出会いなどから、り、被差別部落のご門徒との出会いなどから、キ

リスト教信者の人たちリスト教信者の人たちと共に 「虚心会」 を立ち上と共に 「虚心会」 を立ち上

げ、 部落問題に取り組む。非戦 ・ 平和を唱え、げ、 部落問題に取り組む。非戦 ・平和を唱え、

廃娼問題にも取り組んだ。 「大逆事件」 に連座廃娼問題にも取り組んだ。 「大逆事件」 に連座

し、 死刑判決を受ける （翌日、 無期懲役に減し、 死刑判決を受ける （翌日、 無期懲役に減

刑）。大谷派は「住職差免」「擯斥処分」に処し追刑）。大谷派は「住職差免」「擯斥処分」に処し追

放した。1914 年秋田刑務所で自死。1996 年、放した。1914 年秋田刑務所で自死。1996 年、

８５年ぶりに処分の取り消しが行われている。８５年ぶりに処分の取り消しが行われている。

尾張国小教校卒業録

所蔵 : 名古屋大谷高校

浄泉寺旧本堂

『大逆事件アルバム - 幸徳秋水と

その周辺-』　日本図書センター

陸軍歩兵中尉水野忠宣葬儀にて

１９０２（明治３５）年２月２３日、新宮市橋

本の水野家墓所にて行なわれた水野忠宣

の葬儀に参列する高木顕明。

水野忠宣は、同年１月２４日八甲田山で

凍死した。



当時建てられた忠魂碑（現在）

新宮市速玉大社内

　被差別部落のご門徒と深く交わる顕明は、 日露戦争の

開戦論、そして戦勝に沸き立つ最中、自身の信仰と、絶

対天皇制国家のもたらす不条理の中で苦しむ人々への

同苦から、非戦を唱え、戦勝祈祷や忠魂碑建立にも国賊

呼ばわりされようとも、毅然として反対する。

　また、 顕明の非戦の主張には、 内村鑑三らの非戦論も

影響を与えているようである。

忠魂碑（明治後期）

県立新宮中学校 （現新宮高等学校）の南東の大道に

１９０８ （明治４１）年１１月に建てられた。１９１７ （大正

５） 年新宮公会堂前 （現新宮市民会館前） に移され

る。その後、再び移転され、現在は速玉大社内。

　日露戦争の際、町の各宗寺院は敵国降伏の戦
捷祈祷を執行した。併しＴ、Ｋは其仲間に入らな
かった。何となれば彼の信ずる宗旨は絶対他力
であって、祈祷禁厭は宗門の法度で禁じられて
居るから、彼は真宗の信仰を堅く守った。これが
為に彼は各宗の僧侶から国賊視せされた。
　戦終つて各宗寺院は二千余円の金を集めて、
戦捷記念碑を建てようとした。Ｔ、Ｋは又その運
動に反対した。弥陀一体の外私には礼拝すべき
ものが無い。記念碑を建てゝ其の金文字にお経
を読むで何になるかと言ふ論法は再び各宗寺院
の怒を買ふに到つた。

非戦の主張

「Ｔ、Ｋと私の関係　孤独の不平が生んだ談話会」

『生を賭して』　沖野岩三郎著

炭坑布教

　当時の新宮近辺にはいくつかの炭坑があり、多くの炭坑労働者が働いていた。顕明は

その中の一つ熊野川町にある松沢炭鉱の労働者に対する布教活動を行なっていた。

　顕明の炭坑布教に関しては、松沢炭鉱関係者からの、「明治時代に炭坑へ布教師で

行くのをとても嫌って、でかけて行く坊さんはなかった。そこへ顕明は行き約５、 ６０人づ

つ坑夫を集めては説教していたが、 坑夫達は坊主の説教を喜ばなかった。然し顕明だ

けは坑夫たちに評判がよく、聴き手が多かったという」という聞き取り（伊串英治「資料日

本社会主義運動史」）が残されている。
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非公娼論者の僧侶

　Ｔ、ＫはＳ町唯一の東派本願寺末の真宗僧侶

であった。 （中略）　私が此の町へ来て間もなく、

彼は立派な法衣を着て私の書斎を訪れた。色

の黒い、顔の円い、眉の長い、そして眼の細い、

少し仰向いて物を言う四十一二の僧侶であっ

た。面会の第一次に斯ういった

『私はあなたに協力して頂きたい事があるので

す。外でもありませんが、 此町へ今度初めて女

郎屋が出来て風義を乱す事夥しい。伯爵である

知事様の認可した事に対して我々風情が苦情

を申出た所で仕様が無い。けれども女郎屋の存

在は嫖客の存在が原因となるのだから其の嫖客

を根絶するのが手取早いと思う。だから私は毎

朝疾くあの遊郭の入口に行って目星しい朝帰り

の人々を手帳に控えて、 其人々に忠告をした

り、 新聞へ投書をしたりしようと思う。どうせ頭の

一つや二つは擲られる覚悟ですが、 どうかあな

たの御助力を願いたい。』

廃娼を唱える顕明
　　　　　沖野岩三郎 『生を賭して』  警醒社

廃娼運動
　当時全国で公営の遊廓がないのは、 和歌山県と群

馬県だけであった。その和歌山県に遊廓が作られるこ

とが県議会で決定され、 １９０６（明治３９）年に新宮に

設置されることとなった。その動きに対して、 南紀地方

では根強い反対運動が起きた。

　また、 沖野岩三郎によれば、 高木顕明が初めて沖

野を訪ねたのは、 廃娼運動への協力依頼が目的で

あったという。

設置された当時の新宮の遊廓
『新宮 ・ 熊野の１００年』　郷土出版

１９０６（明治３９）年２月、 速玉大社の裏手の三本木に遊郭がで

きる。１９１２（明治４５）年１月１日未明、火事により大半焼失。

置娼反対同志会起る
　『牟婁新報』１９０６（明治３９）年１月６日
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擯斥処分
　１９１１（明治４４）年１月１８日、顕明に死刑判決が下され

た即日付けで、大谷派は顕明を、国家の法により死刑の判

決を受けたとして「擯斥」に処した。「擯斥」とは大谷派の処

分としては最も重いものであり、いわゆる永久追放である。

　「黜罰例施行細則第三十六条」には、世間の法律によっ

て罪に問われれば、その判断が、世間とは原理を異にする

はずの宗門に自動的に持ち込まれるという問題が内包され

ている。

顕明の処分を伝える『宗報』
『宗報』　第１１２号

非違分類　
大谷派『達令類纂』　同左

黜罰例
大谷派『達令類纂』 

大谷派本願寺文書科　１９１０（明４３）年４月 

本願寺の諭告
『中外日報』　１９１１（明治 44）年１月２９日

大谷派は１９１０ （明治４３） 年１１月１０日に顕明が拘束されるや住職の座を 「差免」

し、同日付けで「諭達」を発した。また、翌年の１月２０日、顕明に死刑判決が下され

た２日後には、「特に組長視察等の職に在る者」に対して「諭告」を発した。
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太平洋食堂

西村記念館蔵

　１９０４（明治３７）年、 大石誠

之助が自宅の向かいに開店し

たレストラン。左より 2 人目大石

誠之助、 その右が西村伊作。

看板は伊作の手になるもの。

大石誠之助 （１８６７～１９１１）

大石誠之助の屍体　　　『紀伊毎日』　１９１１( 明治４４) 年１月２８日助の屍体 　　『紀伊毎日

１９１１）
アメリカで医学を修め新宮に帰郷後 「ドクトル大石」 という

看板を掲げて医院を開業。その後インドにわたり伝染病など

の研究を行なうが、 そこで差別や貧困に喘ぐ人たちの現実

にふれ、社会主義思想に関心を持つようになる。

その後再び新宮に戻り、 貧しい人々に無償で医療を施す

「無請求主義」 を掲げ、 非戦運動や廃娼運動に取り組むな

ど、民衆の側からの生活に根ざした活動を行なう。幸徳秋水

など、全国の社会主義者とのつながりも強かった。また、「新

聞雑誌縦覧所」を開設したり、 沖野岩三郎と雑誌『サンセッ

ト』を手がけた。「大逆事件」に連座し、死刑に処せられる。

川湯温泉より　成石蛙聖　　　「牟婁新報」１９０７（明治４０）年１０月２４日付

成石平四郎 （１８８２～１９１１）

８

明治時代の湯の峰温泉

新宮市図書館 蔵

　『熊野百景写真帖』

１９０９（明治４２）年４月、平四郎

は新村忠雄を案内している。

１１１１１１１１１１１））））））））））
　本宮町請川の出身で、 毛利柴庵が主催する『牟婁

新報』新宮支局の出版社員などを勤め、 逮捕された

ときは筏で材木を運ぶ仕事をしていた。中央大学で

学び、 博物学者 ・ 南方熊楠とも交流があったという。

母宛の遺言に 「戒名は付するを好まず 『蛙聖成石平

四郎の墓』 と記すべし。真宗聖典壱冊は遺骨と共に

棺中に納められたし」 とある。大石と同じく死刑に処せ

られる。



峰尾節堂　（１８８５～１９１９）

真如寺内部

峰尾節堂が住職を勤めた真如寺の本堂内部。 「峰尾節

堂代」と書かれた赤い戸帳が保存されている。

掲載論文「啓蒙録」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『熊野実業新聞』１９３９号

　峰尾が書き残した現存する数少ないものの一つ。泉昌寺の留守居役になる直前のもの。

　新宮生まれ。臨済宗妙心寺派の僧

侶。「大逆事件」に連座、 無期懲役と

なり、 １９１９（大正８）年獄中で病死。

高木顕明同様、妙心寺派から「擯斥」

処分を受けたが、１９９６年処分の取り

消しが行なわれている。漢学にも親し

み、「草声」の号で俳句も詠んでいる。
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成石勘三郎　（１８８０～１９３１）
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　　　　　　　及び写経因縁誌

飯田久代さん 蔵
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り
祟
大大大大大大
ははははは
辺辺辺辺辺辺辺
近近近近近近近
此此此此此此此此
ででででででで

浄土三部部部部部部部部部部部経経経経経経経経経経

写経経経経経経経経経経経因因因因因因因因因因縁誌

飯田久代

　成石平四郎の兄で、 本宮町請川で雑貨商を営んでいた。「大逆事

件」に連座、 無期懲役に処せられるが、 １９２９（昭和４）年、 昭和天

皇即位の恩赦で出獄するが、２年後にこの世を去る。

　墓は、平四郎と共に生家の請川にあり、墓の横には、同じ時代を生

きた社会主義者 ・ 荒畑寒村による成石兄弟を顕彰する一文が刻ま

れた碑が建っている。

１８

真如寺内

峰尾峰尾峰尾峰尾峰峰尾峰尾峰峰峰峰 節堂が住職

堂代堂代堂代堂代堂代堂代堂代堂代堂代堂堂代」と書かれた赤

　　　

生まままままままままままれれれれれれれれれれれ。臨済臨済臨済臨済臨済臨済臨済臨済臨済臨済臨済宗妙宗宗宗宗宗宗宗宗宗宗 心

「大逆事事事事事事事事事事事件」件」件」件」件」件」件」件」件」件」件」に連に連に連に連に連に連に連に連に連に連に連座、 無期

なり、 １９１９１９１９１９１９１９１９１９１９１９１９１９１９１９１９１９１９１９１９１９１９（大（大（大（大（大（大（大（大（大（大（大正８正８正８正８正８正８正８正８正８正８正８）年獄中で病

高木顕明顕明顕明顕明顕明顕明顕明顕明顕明顕明顕明同様同様同様同様同様同様同様同様同様同様同様、妙心心心心心心心心心心心寺派から「擯斥

処分を受受受受受受受受受受受けたが、１９９６６６６６６６６６６年処年年年年年年年年年年 分の取り

が行なわれているるるるるるるるるるる。。。。。。。漢学漢漢漢漢学漢漢漢漢漢学漢 にも親親親親親親親親親親親し

声」の号で俳俳俳俳俳俳俳俳俳句も句も句も句も句も句も句も句も句も句も句も詠ん詠ん詠ん詠ん詠ん詠ん詠ん詠ん詠ん詠ん詠んでいでいでいでいでいでいでいでいでいでいでいる。るるるるるるるるるる
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崎久保誓一 （１８８５～１９５５）
　新宮とは熊野川をはさむ三重県の御

浜町の人で、 地方新聞の記者であっ

た。無期懲役に処せられるが、 成石勘

三郎と同じく昭和天皇即位の恩赦で出

獄し、唯一戦後まで生きた人である。

　墓は御浜町市木の生まれ在所の寺

院の墓地にある。

蔵書『愚禿親鸞』
１９１０（明治４３）年５月発行

　須藤光暉著　金尾文淵堂 

荒畑寒村書 額装
 崎久保家 蔵

崎久保家を訪れた荒畑寒村
 崎久保家 蔵

墓石

　墓石の字は荒畑寒村の

筆で刻まれている。

『生を賭して』
沖野岩三郎著　警醒社
１９１９（大正8）年発行

仲ノ町の教会
１８８６（明治１９)年９月頃

　和歌山県日高郡寒川村生まれ。教

職などに就いた後キリスト教にふれ、 ２

６歳で受洗。明治学院神学部在学中

に夏期伝道のため新宮を訪れ、 その

際に大石と出会う。その後１９０７ （明

治４０） 年に牧師として新宮教会に赴

任した。新宮にきた沖野は大石らとの

交流により社会主義思想に触れ、

様々な活動をともにした。結果的に「大

逆事件」の連座を免れた沖野は、困難

な状況の中で連座者やその家族に対

する救援活動を積極的に行った。特に

高木顕明と崎久保誓一に対しては、交

流の深かった与謝野寛に相談し、 平

出修を弁護士として依頼するなどして

いる。新宮教会の牧師を辞任して上京

してからも、 「大逆事件」に連座した友

を思い小説などを通してその真相を世

に訴え続けた。　

沖野岩三郎 （１８７６～１９５６）

『失はれし真珠』
沖野岩三郎著



大審院の公示

『大逆事件アルバム - 幸徳秋水とそ

の周辺 -』　日本図書センター

大逆罪とは
　大逆罪とは、 旧刑法の第七十三条に「天皇、 太皇

太后、 皇太后、 皇后、 皇太子又は皇太孫ニ対シ危

害ヲ加ヘ又ハ加ヘントシタル者ハ死刑ニ処ス」 と規

定されたものである。この大逆罪が適用される事件

は大審院 （現在の最高裁判所） において 「第一審ニ

シテ終審」とされた。

旧刑法「第七十三条」（『旧刑法』）

死刑執行された１２名

   『大逆事件ｱﾙﾊﾞﾑ　幸徳秋水とその周辺』

「大逆事件」とは
　1910（明治 43）年、天皇暗殺を企てたという理由により全国で 26 名が逮捕、24 名に死刑判決が下
される（内 12 名は判決翌日に「自らを殺そうとしたものにも慈しみを向ける天皇の恩命」として無
期懲役に減刑）という、当時の国内外の耳目を驚かせる未曾有の大事件が起こった。世に言う「大逆事
件」である。敗戦を迎えるまでこの事件の内実は伏されたままであったが、戦後つぎつぎに真相が明
らかになり、現在では事件が当時の国家によって捏造されたものであることが判明していると言っ
てよい。
　事件が起こった明治の 40 年代は、日清・日露の二度の戦争を通した軍事力の増強と対外膨張政策
のもと、生産力の進展は都市における貧民の増加、農村の疲弊などの社会矛盾を激化し、労働運動の
活発化とともに、直接行動論に傾いた社会主義が勢いを持つようになった時期であった。そのような
時代の中で当時の政府は、社会主義者に対する厳しい取り締まりと弾圧を開始した。社会に蓄積され
る不満や不安が、社会の構造や国家体制そのものを問い直そうとする動きとして噴出することを怖
れたからである。その結果が「大逆事件」となったのであった。
　この事件はこの熊野の地をも震撼させた。この地からも６名の「連座者」（いわゆる「新宮グループ」
の人たち）が出たからである。新宮の大石誠之助、高木顕明、峰尾節堂、本宮の成石勘三郎、平四郎兄弟
そして御浜の崎久保誓一がそれらの人々であった。
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擯斥処分

　１９１１（明治４４）年１月１８日、 顕明に

死刑判決が下された即日付けで、 大谷

派は顕明を、 国家の法により死刑の判

決を受けたとして 「擯斥」 に処した。 「擯

斥」 とは大谷派の処分としては最も重い

ものであり、いわゆる永久追放である。

　「黜罰例施行細則第三十六条」 には、

世間の法律によって罪に問われれば、

その判断が、世間とは原理を異にするは

ずの宗門に自動的に持ち込まれるという

問題が内包されている。

顕明の処分を伝える『宗報』
『宗報』　第１１２号

非違分類　
大谷派『達令類纂』　同左

黜罰例
大谷派『達令類纂』 

大谷派本願寺文書科　１９１０（明４３）年４月 

本願寺の諭告
『中外日報』　１９１１（明治 44）年１月２９日

大谷派は１９１０（明治４３）年１１月１０日に顕明が拘束されるや住職の座を「差免」し、 同日付けで「諭達」

を発した。また、 翌年の１月２０日、 顕明に死刑判決が下された２日後には、 「特に組長視察等の職に在る

者」に対して「諭告」を発した。

  
  

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

  
 

 

           

 
 

           

 
 

           

 
 

         
 

 
 

 
 

   

復命書
真宗大谷派南林寺 蔵

真宗大谷派は、大審院の裁判中、調査員を新宮に派

遣し、顯明の行状などを調査している。ご門徒や沖野な

どからの聞き取りも記載されており、顯明の新宮での生

活の姿、僧侶としての生き様が綴られている。

予審調書の署名
『大逆事件アルバム』　日本図書セ

ンター

１９１０年６月２５日、爆弾事件の証

人として身柄を東京に送られた顯

明は取調べを受け、７月７日起訴、

７月１４日から予審がはじまる。その
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大逆事件　市民　トゲが抜けた
『紀伊民法』 ２００１年９月２３日

「「人権と文化」新宮フォーラム２０００」開催

絵画 ・ 資料展として公開した丸木位里 ・ 俊の 「大逆事件」

の前での主催者によるテープカット。左から松本熊野大学

代表、木越宗務総長＝当時、佐藤新宮市長、二河実行委

員長。

14

『大逆事件』１００年フォーラムin 新宮 闇を翔る希望
「大逆事件」 から１００年を迎えた 2010 年６月、 新宮市で

「『大逆事件』 １００年フォーラム in 新宮　闇を翔る希望」 が、

市をはじめ真宗大谷派を含め１６団体の実行委員会が主催

して開催された。

高木顕明顕彰碑
南谷墓地

真宗大谷派の取り組みの一環として、１９９７年に建

立された顕彰碑と、浜松市三方原墓園から移転した

旧高木家の墓石。

告示第10号
『真宗』 １９９６年４月号

大谷派は１９９６年、住職「差免」および「擯斥」の処

分を取り消した。

「遠松忌法要」厳修

１９９９年より有志による「高木顕明追弔集会遠松忌」が開

催され、 ２０００年より大谷派主催による 「遠松忌法要」 を

浄泉寺で毎年厳修。解放運動推進本部、 大阪教区教化

委員会、難波別院が共同で企画し、浄泉寺のご同行ととも

にお勤めしている。併せて、交流会、パネル展を開催。
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